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S3 − 5　　多発筋炎／皮膚筋炎におけ るア フ ェ レ シ ス

1 ）信州大学 医学部第三 内科、 2 ）武蔵野赤十字病院内科、
3 ）信州大学 医学部附属病院人 工 腎臓部

高　昌星 1 ）、井上 　敦 1）、篠 田俊雄 2 ）、新倉俊男 3）

目的 ： 多発 筋炎／皮膚筋炎は炎症性 ミオ パ チ
ー

で あ り、そ の 病因に免疫性機序が 関与 し て い る
こ とが 知 られ て い る が 、 その 詳 細 な機 序は ま だ 不明で あ る 。 治療の 第

一
選択 は副 腎皮質 ス テ ロ

イ ド薬 と され て い るが 、副腎皮 質 ス テ ロ イ ド薬抵抗性 の 多発 筋炎／皮膚筋炎も多 く 、 後遺症 を
残 した り、副 腎皮質 ス テ ロ イ ド薬に よ る重篤 な副作用 を来す こ とも少 な くな い

。 我 々 は こ うし
た治療抵抗性 の 多発筋炎／皮膚筋炎に 対 し

、 免疫 吸着療 法の 有用性を検討 した 。 方法 ： 副腎皮
質ス テ ロ イ ド薬は原則 として 投与量を 0．75

〜
1．25mg／kg／日と し 、 副腎皮質 ス テ ロ イ ド薬抵 抗性 、

ま た は 副腎皮質 ス テ ロ イ ド薬治療 中に 再燃を来 した多発筋炎／皮膚筋炎に対 し、吸着材 PH −350
ま た は TR−350 を用 い

、 1 回 の 血 漿処理量を 2 リ ッ トル とし、　CKが 低下 しない 場合に 間欠 的に繰
り返 し施行 した 。 結果 ：免疫吸着療法 を施行後、CK の 低下 を認め 、副腎皮質 ス テ ロ イ ド薬抵抗
性 、また は副腎皮質ス テ ロ イ ド薬 治療 中に再 燃 を来 し た多発筋炎／皮膚筋炎に 対 し免疫吸着療
法は 有効で あ っ た。重篤 な副作用 は み られ なか っ た 。 結果的に副腎皮質ス テ ロ イ ド薬の 減量 を
可能 に した。従 来の 副腎皮 質 ス テ ロ イ ド薬 の み の 治療に比 べ

、 長期予後 もよ く、重篤な後遺症
も少 なか っ た。結論 ： 副腎皮質 ス テ ロ イ ド薬抵抗性、または 副腎皮質ス テ ロ イ ド薬治療 中に 再
燃 を来 し た 多発 筋炎／皮膚筋炎 に対 し免疫吸着療法は 有用で あ り、副腎皮質 ス テ ロ イ ド薬の 減
量の た めに も今後積極的に用い る べ きと考え られた。
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【目的】MOFの 治療法と して ，血液浄化法が 積極的に 施行 され 満 足の い く結果が 得 ら れて
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